
『
未
来
へ
歩
む
竜
王
町
の
一
年
に
向
け
て
』

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
八
年
の
新
春
を
、

皆
さ
ま
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
竜
王
町
観
光
協
会
の
活
動
に

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
色
々
と
節
目
の
多
い
一

年
で
し
た
。
四
月
に
は
「
大
阪
・
関

西
万
博
」
が
開
幕
し
、
国
内
外
か
ら

多
く
の
来
場
者
が
関
西
一
円
を
訪

れ
、
新
し
い
交
流
と
賑
わ
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
十
月
に
は
、
わ
が
国
初

の
女
性
の
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
高

市
早
苗
氏
が
就
任
さ
れ
、
日
本
の
政

治
史
に
新
た
な
一
頁
が
刻
ま
れ
ま
し

た
。さ
ら
に
滋
賀
県
で
は
九
月
に「
国

ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
が
開
幕
し
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
多
く
の
人
々
が
集
い
、

地
域
の
力
と
絆
を
改
め
て
感
じ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
竜
王
町
が
町
制

施
行
七
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和

三
十
年
の
町
制
施
行
以
来
、
先
人
の

方
々
の
ご
尽
力
と
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
温
か
な
支
え
に
よ
っ
て
歩
み
を
重

ね
て
き
た
歴
史
に
深
く
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
積
み
重
ね
の
上
に

立
っ
て
次
の
時
代
を
切
り
拓
い
て
い

く
責
任
を
、
改
め
て
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
歩
み
を
受

け
て
令
和
九
年
秋
に
は
、
滋
賀
県
、

そ
し
て
竜
王
町
の
観
光
に
と
っ
て
、

い
っ
そ
う
追
い
風
と
な
る
一
年
で

す
。
ま
ず
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「
Ｊ
Ｒ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
滋
賀
を
舞
台
に
展
開

さ
れ
、
県
内
各
地
の
魅
力
が
全
国
へ

発
信
さ
れ
ま
す
。
プ
レ
に
当
た
る
本

年
は
、
わ
が
町
の
豊
か
な
自
然
や
田

園
風
景
、
地
元
の
食
文
化
な
ど
、
竜

王
ら
し
い
魅
力
を
し
っ
か
り
お
伝
え

で
き
る
よ
う
準
備
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
河
ド
ラ
マ

で
は
「
豊
臣
兄
弟
」
が
放
映
さ
れ
、

戦
国
の
世
を
舞
台
と
し
た
物
語
が
全

国
の
関
心
を
集
め
ま
す
。
湖
東
・
湖

西
に
は
彼
ら
と
ゆ
か
り
の
深
い
史
跡

が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
竜
王
町

周
辺
も
歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
エ
リ

ア
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

あ
わ
せ
て
、
滋
賀
県
が
推
進
す
る

「
戦
国
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
滋
賀
び
わ

湖
」
の
取
組
も
本
格
化
し
、
県
内
の

戦
国
遺
構
や
城
郭
、
ゆ
か
り
の
寺
社

を
結
ぶ
多
彩
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
観
光
は
、
地
域
の

誇
り
と
活
力
を
生
み
出
す
大
切
な
資

源
で
す
。
七
十
年
の
歩
み
を
経
た
竜

王
町
が
、
次
の
世
代
へ
と
バ
ト
ン
を

繋
い
で
い
く
た
め
に
も
、「
自
然
・

歴
史
・
人
」
が
織
り
な
す
魅
力
を
さ

ら
に
磨
き
上
げ
、
訪
れ
る
方
に
は
心

温
ま
る
体
験
を
、
住
む
方
に
は
「
こ

の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
観

光
協
会
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
健
や
か
で
実
り
多
い
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

竜
王
町
観
光
協
会
へ
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竜
王
町
観
光
協
会森　

嶋
　
政
　
文

副
会
長
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植
物
の
宝
庫

〝
鏡
山
は
、
世
界
で
も
一
番
の
植
物
の
宝
庫
〟

〝
八
重
谷
は
、
遠
く
奈
良
か
ら
の
道
が
通
っ

て
い
た
〟

〝
鳴
谷
へ
水
晶
を
採
り
に
い
っ
た
。
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
て
持
っ
て
帰
っ
た
〟

〝
鳴
谷
の
渓
流
で
水
遊
び
が
楽
し
か
っ
た
〟

　

鏡
山
（
全
景　

写
真
①
）
は
、
花
崗
岩
で

で
き
た
山
、
大
昔
地
下
で
マ
グ
マ
が
ゆ
っ
く

り
冷
え
、
そ
の
後
隆
起
し
て
で
き
た
と
い

う
。
こ
の
山
並
み
は
、
山
中
、
岩
根
へ
と
続

き
岩
質
と
し
て
は
湖
南
ア
ル
プ
ス
と
同
系
、

平
成
の
初
め
竹
下
内
閣
時
、
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
で
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
た

と
聞
く
。

　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
後
方
の
コ
ー
ス
入
口
に
一

歩
踏
み
入
れ
る
と
、
な
だ
ら
か
な
砂
山
の
起

状
と
灌
木
が
織
り
な
す
明
る
い
空
間
。
ア
エ

ン
ボ
、
ツ
ゲ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
コ
ー
ス
を
辿
り
緑

陰
の
中
へ
進
ん
で
行
く
と
、
緑
の
羊
歯
類
、

日
陰
の
植
物
が
両
脇
に
び
っ
し
り
。
右
下
に

は
渓
谷
。
沈
砂
池
へ
と
流
れ
て
い
く
水
の
音

に
癒
さ
れ
る
。
三
十
分
足
ら
ず
で
大
き
な
鳴

谷
池
（
池
と
案
内
柱　

写
真
②
③
）。
清
々

し
い
水
面
に
映
る
周
囲
の
景
色
の
素
晴
ら
し

さ
。
春
の
花
盛
り
に
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ネ

ジ
キ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
ズ
ミ
や
数
年
に
一
度
開

花
す
る
と
い
う
ア
オ
ダ
モ
の
輝
く
白
い
花
。

足
元
に
は
、
シ
ャ
ガ
、
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
、
ノ

ギ
ラ
ン
。
湿
地
に
は
、
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
モ

ウ
セ
ン
ゴ
ケ
が
息
づ
い
て
い
る
。
季
節
が
進

む
と
カ
キ
ラ
ン
の
群
生
や
サ
サ
ユ
リ
、
ト
キ

草
、
サ
ギ
草
に
も
出
会
え
る
。

　

希
望
ヶ
丘
団
地
へ
の
降
り
道
は
、
創
生
事

業
で
作
ら
れ
た
石
畳
、
植
生
を
踏
み
荒
ら
さ

な
い
た
め
の
木
橋
な
ど
、
訪
れ
る
人
へ
の
気

持
ち
も
表
れ
て
い
て
優
し
い
。
秋
の
七
草
も

ち
ゃ
ん
と
根
付
い
て
お
り
、
冬
を
前
に
色
づ

く
葉
、
赤
い
実
を
付
け
る
木
々
も
良
き
存
在

で
あ
る
。
今
、
こ
の
山
を
北
限
と
す
る
亜
熱

帯
植
物
が
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
保
護
の
必
要
性
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
四
季

を
通
じ
て
他
府
県
か
ら
も
ビ
ジ
タ
ー
が
訪

れ
、
鏡
山
の
自
然
へ
の
関
心
度
が
高
い
。

　
　

密
か
に
眠
る
箱
石
山
雲
冠
寺
史
跡

　

鳴
谷
池
を
廻
っ
て
、「
経
塚
」
の
案
内

板
を
左
に
、
歩
き
易
い
落
ち
葉
の
山
道
を

三
八
四
、八
ｍ
の
山
頂
に
向
か
っ
て
登
っ
て

行
く
。
鳴
谷
池
へ
の
上
り
下
り
の
コ
ー
ス

『
鏡
山
に
魅
せ
ら
れ
て
』

は
、
崩
れ
落
ち
る
花
崗
岩
の
欠
片
で
歩
き

に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
道

は
、
な
め
ら
か
で
歩
き
易
い
。
三
十
分
程
で

山
頂
を
前
に
し
た
雲
冠
寺
跡
へ
行
き
着
く
。

　

雲
冠
寺
に
つ
い
て
は
、
東
本
願
寺
僧
侶
寺

本
婉
雅
師
が
調
査
さ
れ
た
資
料
が
残
さ
れ
て

い
る
。
婉
雅
師
は
、
明
治
か
ら
昭
和
を
生
き

ら
れ
た
人
。
山
面
の
仏
厳
寺
の
住
持
と
し
て

在
任
中
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
四
十
四
年
に

山
中
へ
足
を
運
び
、
調
査
に
心
血
を
注
が
れ

た
。

　

推
古
六
年
、
聖
徳
太
子
の
創
建
と
の
口

碑
に
よ
り
輝
か
し
い
史
蹟
を
有
し
て
い
る
。

が
、
時
代
の
変
遷
に
伴
い
資
料
も

残
っ
て
い
な
い
。
鏡
山
竜
王
ヶ
峰

南
面
の
中
腹
に
、
東
西
二
十
一
間
、

南
北
八
～
九
間
の
平
地
と
し
て
あ

る
。「
雲
冠
寺
千
坊
」
と
寺
坊
の
多

さ
が
言
い
伝
え
ら
れ
る
が
、
今
確

か
め
ら
れ
る
の
は
、
数
々
の
石
垣

の
跡
、
井
戸
の
存
在
、
鐘
桜
堂
の

礎
石
、
花
崗
岩
に
彫
ら
れ
た
三
尊

菩
薩
磨
崖
仏
（
阿
弥
陀
如
来
、
観

音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
）（
写
真
④
）、

三
十
一
段
の
自
然
石
の
石
段
、
石

地
蔵
、
龕
祠
（
ず
し
）
の
跡
、
卒

塔
婆
の
台
石
な
ど
で
あ
る
。
こ
の

地
よ
り
少
し
南
に
外
れ
て
善
光
寺

川
上
流
に
存
在
し
た
と
い
う
牟
禮

山
法
満
寺
と
の
諍
い
に
よ
っ
て
焼

か
れ
た
り
、
ま
た
信
長
と
の
戦
史

も
物
語
っ
て
い
る
。
上
り
口
に
あ

る
経
塚
や
、
こ
の
後
ろ
山
頂
側
の
稚
児
谷
に

あ
る
三
ｍ
を
超
す
巨
岩
に
彫
ら
れ
た
地
蔵
尊

な
ど
も
史
実
を
語
っ
て
い
る
。

　

寺
本
師
は
、
調
査
の
過
程
で
雲
冠
寺
の
遺

跡
と
し
て
保
存
を
図
り
た
い
と
、
四
個
の
遺

物
を
持
ち
帰
り
積
み
上
げ
て
、
今
も
仏
厳
寺

境
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雲
冠
寺
の

地
蔵
尊
と
同
型
の
石
碑
は
、
薬
師
、
七
里
、

山
面
、
鏡
な
ど
の
村
に
地
蔵
盆
の
本
尊
と
し

て
祀
ら
れ
、
他
に
も
七
里
や
鵜
川
の
田
畔
に

散
在
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
百
年
経

た
今
、
き
っ
と
田
道
の
脇
で
鏡
山
を
見
上
げ
、

村
人
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
と
確
信
す
る
。

①

③ ④

②

寺本　泰子 氏

竜王歴史倶楽部
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シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
探
訪
68

「
山
の
神
　
随
想
」

山
本
　
茂 

氏 

（
美
松
台
）

町
薬
師
と
の
境
の
あ
た
り
の
善
光
寺
川
左
岸

で
行
わ
れ
た
。
祭
壇
に
は
、
二
ｍ
角
大
で
竹

を
棚
で
二
ヵ
所
作
り
、祭
神
と
し
て
オ
タ
イ
、

メ
タ
イ
と
呼
ば
れ
る
、
陶
器
製
の
祭
神
を
祀

る
。
一
昔
前
は
、
股
木
の
松
で
作
っ
た
男
女

対
の
人
形
の
上
部
に
顔
を
描
き
陰
陽
を
つ
け

た
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、そ
の
よ
う
な
股
木
は
、山
に
入
っ

て
懸
命
に
探
し
て
も
、
め
っ
た
に
見
つ
か
る

も
の
で
は
な
く
大
変
な
ご
苦
労
だ
っ
た
と
聞

く
。
御
幣
を
平
年
十
二
本（
閏
年
は
十
三
本
）

立
て
、
注
連
縄
を
張
っ
て
、
松
と
榊
を
両
側

に
立
て
て
あ
っ
た
。
神
饌
に
は
、
焙
烙
（
ほ

う
ら
く
）
で
煮
た
豆
飯
、
甘
酒
、
御
神
酒
、

鰯
七
尾
を
供
え
ら
れ
た
。
供
え
物
を
神
社
か

ら
運
ぶ
道
中
、
一
同
は
静
か
に
「
山
の
神
の

チ
ョ
ウ
ー
サ
イ
、
チ
ョ
ウ
ー
サ
イ
」（
朝
祭

の
意
味
か
？
）
と
言
っ
て
囃
し
、
榊
の
カ
ギ

を
注
連
縄
に
掛
け
て
引
っ
張
る
。
最
後
に
甘

酒
や
豆
飯
を
頂
い
て
、
祭
り
が
終
わ
る
。
祭

り
と
い
え
ど
も
、決
し
て
賑
や
か
で
は
な
い
、

静
謐
な
祭
。
寒
風
吹
く
一
月
の
日
に
ひ
っ
そ

り
と
厳
か
に
行
わ
れ
る
の
を
見
学
し
、何
か
、

心
に
沁
み
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。因
み
に「
山

の
神
祭
」
は
、
同
町
の
山
中
、
薬
師
で
も
同

様
に
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
…
閑
話
休

題
。

日
本
の
林
業
政
策
と
課
題

　

本
来
、
日
本
の
山
の
生
態
系
は
、
木
材
の

原
料
と
な
る
常
緑
針
葉
樹
と
、
水
質
浄
化
機

能
が
あ
る
落
葉
広
葉
樹
の
共
生
に
よ
る
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
多
様
性
の
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。（
水
質
浄
化
機
能
と
は
、
落
ち
た
葉
が

微
生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
て
、
腐
葉
土
が

つ
く
ら
れ
、
そ
こ
に
雨
水
等
が
浸
透
し
濾

過
さ
れ
て
栄
養
分
を
豊
富
に
含
ん
だ
地
下
水

と
な
り
、
川
か
ら
海
へ
と
流
れ
て
海
を
豊
か

に
す
る
作
用
）
そ
れ
が
、
戦
中
・
戦
後
の
広

範
囲
に
わ
た
る
無
軌
道
な
伐
採
と
、
針
葉
樹

の
植
林
が
中
心
の
政
府
の
拡
大
造
林
政
策
に

よ
っ
て
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
膨
大
な
人

工
林
と
借
金
が
、
日
本
の
山
林
に
残
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
植
え
ら
れ
た

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
、
現
代
の
国
民
病
で
も
あ

る
「
花
粉
症
」
を
、
も
た
ら
し
て
い
る
。
現

在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
ク
マ
被
害
」
の

要
因
と
い
わ
れ
る
木
の
実
の
不
作
も
、
決
し

て
、
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

自
然
破
壊
の
引
き
金
に
も
な
る
恐
れ
が
あ
る

と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
は
、
木
材
の
供
給
だ
け

で
な
く
、水
源
の
涵
養
や
国
土
の
保
全
な
ど
、

多
面
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

機
能
を
将
来
に
わ
た
っ
て
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
は
、
植
栽
や
間
伐
な
ど
の
適
切
な

森
林
整
備
を
行
い
、
豊
か
な
山
、
健
全
な
森

林
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
林
業
関
係
者
に
よ
る
対
策
案
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と

し
た
針
葉
樹
の
育
成
単
層
林
か
ら
、
針
葉
樹

と
広
葉
樹
が
混
交
す
る
育
成
複
層
林
の
割
合

を
増
や
す
森
林
整
備
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、早
急
に
具
現
化
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

昨
年
令
和
七
年
、
干
支
は
巳
年
で
あ
っ
た

が
、
一
年
を
通
し
て
熊
の
被
害
が
相
次
ぎ
、

ク
マ
年
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
熊
が
市
街
地
に

ま
で
出
て
人
を
襲
う
ほ
ど
に
な
っ
た
理
由

は
、
エ
サ
の
木
の
実
の
不
作
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
不
作
の
要
因
は
昨
夏
の
酷
暑
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昔
人
な
ら
、
き
っ
と

こ
れ
は
山
の
神
の
祟
り
と
で
も
思
っ
た
で
あ

ろ
う
。「
山
の
神
」
と
は
、
山
に
宿
り
山
を

支
配
す
る
神
霊
を
指
し
、山
林
の
守
護
神
や
、

春
に
な
る
と
里
に
下
り
て
田
の
神
と
な
る
豊

穣
の
女
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
最
近

は
こ
う
し
た
「
山
の
神
」
を
祀
る
「
山
の
神
」

の
行
事
は
、
全
国
的
に
行
う
こ
と
は
少
な
く

な
っ
た
も
の
の
、
各
地
で
様
々
に
実
施
さ
れ

て
い
る
。
行
事
は
女
性
禁
制
。
山
の
神
は
嫉

妬
深
い
女
神
で
あ
る
と
い
う
伝
承
か
ら
、
神

事
に
女
性
が
加
わ
る
こ
と
を
禁
じ
、
男
性
の

み
で
執
り
行
わ
れ
る
地
域
も
多
い
そ
う
だ
。

七
里
の
「
山
の
神
祭
」

　

山
の
神
の
行
事
は
竜
王
町
七
里
で
は
、「
山

の
神
祭
」
と
呼
ば
れ
る
。
何
年
か
前
、
こ
の

祭
り
を
見
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。会
場
は
、

石
部
神
社
の
石
段
を
下
り
右
に
進
み
、
竜
王
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
早
春
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
『
鏡
の
里
元
服

式
』
を
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
変
更
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
来
宮
司
さ
ま
や
区
長
さ
ま
、
神

社
役
員
さ
ま
と
の
協
議
を
積
み
重
ね
、
錦
秋
の
十
一

月
二
十
一
日
（
土
）
か
ら
二
十
三
日
（
月
祝
）
ま
で

の
三
連
休
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
式
典
へ
の
参
加
者

や
見
物
さ
れ
る
方
々
を
お
迎
え
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
盛

り
上
げ
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
か
ら
開
催

日
を
変
更
し
ま
す
。当
日
は
、在
阪
テ
レ
ビ
局
ク
ル
ー

や
新
聞
記
者
の
皆
さ
ま
で
境
内
は
賑
わ
い
の
中
、
参

加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
が
昼
間
や
夕
方
以
降
の

ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
『
鏡
の
里
元
服
式
』
は
、承
安
四
年
（
一
一
七�

四
）
三
月
三
日
に
源
義
経
（
幼
名
牛
若
丸
）
が
鏡
池

で
元
服
し
源
氏
の
再
興
と
武
運
長
久
を
鏡
神
社
で
祈

願
し
た
と
の
言
い
伝
え
に
よ
り
当
時
を
偲
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
で
す
。『
鏡
の
里
元
服
式
』
は
、
人
生
に
お
け

る
入
学
や
卒
業
、
就
職
や
退
職
、
結
婚
や
お
子
様
の

誕
生
等
、
人
生
の
色
々
な
節
目
を
お
祝
い
し
、
こ
れ

か
ら
の
糧
を
見
出
し
て
い
た
だ
く
記
憶
に
残
る
式
典

と
考
え
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
比
較
的
遠
方
か
ら
の

参
加
者
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
源
義
経
と
い
う
戦
国

時
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
足
跡
が
こ
の
鏡
地
域
に
あ
る
こ

と
を
全
国
に
発
信
し
、
観
光
誘
客
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
趣
旨
か
ら
地
元
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
よ
う
と
地

域
内
か
ら
の
参
加
者
を
大
歓
迎
し
ま
す
。

�

（
観
光
協
会　

事
務
局
）

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
典
情
報

一
月
一
日
（
木
）

　
　

綾
戸
：
苗
村
神
社

　
　

歳
旦
祭

一
月
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

　
　

七
里
：
石
部
（
い
そ
べ
）
神
社

　
　

弓
始
め
神
事

一
月
十
四
日
（
水
）
午
後
一
時
よ
り

　
　

田
中
：
八
幡
神
社

　
　

粥
占
い

一
月
二
十
一
（
水
）
～

�

二
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　

草
津
近
鉄
一
階
食
品
売
り
場

　
　

�

近
江
路
（
竜
王
町
・
米
原
市
）

開
催

　
　

地
元
特
産
品
販
売

一
月
二
十
四
日（
土
）午
前
九
時
よ
り

　
　

�

駕
輿
丁
延
命
子
安
地
蔵
尊
御
開

帳

　
　

駕
輿
丁
地
蔵
堂

　
　

�

ご
祈
祷
は
午
前
九
時
、
十
時
、

十
一
時
よ
り

　
　

午
後
は
数
珠
繰
り
法
要

二
月
七
日（
土
）～
三
月
十
五
日（
日
）

　
　

竜
王
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

　
　

�

竜
王
町
総
合
庁
舎
、
公
民
館
、

図
書
館
、
牟
禮
山
観
音
禅
寺
、

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜

王
、
道
の
駅
竜
王
か
が
み
の

里
、
毛
利
志
満
、
岡
喜
本
店

の
八
箇
所
で
展
示

二
月
八
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

　
　

�

七
里
：
石
部（
い
そ
べ
）神
社

　
　

弓
納
め
神
事

四
月
十
九
日
（
日
）
今
年
よ
り

�

斎
行
日
変
更

　
　

綾
戸
：
苗
村
神
社

　
　

苗
村
祭
（
例
大
祭
）

五
月
三
日
（
日
祝
）

　
　

山
之
上
：
杉
之
木
神
社
界
隈

　
　

ケ
ン
ケ
ト
祭
り

五
月
五
日
（
火
祝
）

　
　

綾
戸
：
苗
村
神
社

　
　

節
句
祭
・
流
鏑
馬
神
事

所
さ
ん
の
目
が
テ
ン
！「
か
が
く
の
里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

十
一
年
前
位
か
ら
だ
ろ
う
か
、
日
本
・
読
売
系
の
テ

レ
ビ
の
番
組
で
「
所
さ
ん
の
目
が
テ
ン
！
」（
毎
週
日

曜
午
前
放
映
）
の
連
載
企
画
の
中
で
、
茨
城
県
常
陸
太

田
市
に
あ
る
里
山
の
再
生
を
目
指
す
「
か
が
く
の
里
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
科
学
の
力
で
自
然
の
働

き
、
恵
み
を
楽
し
く
体
感
す
る
学
習
番
組
な
の
だ
が
、

こ
れ
が
非
常
に
面
白
く
興
味
深
い
。
大
学
の
先
生
や
農

林
業
の
専
門
家
、
地
元
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
衆
知

を
集
め
、
荒
れ
た
土
地
を
、
農
薬
を
使
わ
な
い
方
法
や

土
壌
改
良
、
間
伐
な
ど
で
再
生
す
る
画
期
的
な
取
り
組

み
だ
っ
た
。
農
業
、
林
業
、
養
殖
業
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
持
続
可
能
な
里
山
の
活
用
法
を
模
索
し
、
豊
か
な

生
態
系
を
復
活
さ
せ
て
、
生
物
多
様
性
を
取
り
戻
す
長

期
実
験
と
な
っ
て
い
る
。
実
験
と
い
え
ど
も
、
既
に
、

絶
滅
危
惧
種
の
タ
ガ
メ
の
出
現
や
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

養
殖
に
成
功
し
、
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
取
り
組

み
が
番
組
で
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

い
た
。

　

里
山
再
生
の
活
動
は
、徐
々
に
拡
が
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
結
ぶ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
国
や
地
方
自

治
体
に
お
い
て
は
、
一
層
の
支
援
を
強
化
し
、
活
動
を

加
速
さ
せ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、我
々
も
我
々

な
り
に
、
故
郷
の
山
の
多
様
性
を
願
い
関
心
を
持
っ
て

見
守
ろ
う
。
十
年
後
、
五
十
年
後
に
な
ろ
う
と
も
、
国

中
の
山
々
を
、
豊
か
で
実
り
多
き
山
容
と
な
し
て
、
あ

の
「
山
の
神
」
に
喜
ん
で
頂
こ
う
で
は
な
い
か
！

♪
山
は
青
き
ふ
る
さ
と
～
水
は
清
き
ふ
る
さ
と
～
を　

い
つ
ま
で
も
・
・
・
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